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雷山校区社会福祉協議会 

雷山公民館内 Tel323-0078 

＊実施日：平成２７年１月２１日（水） 

＊講 師：【糸島市役所】健康増進部 馬場部長 

介護保険課 藤山課長・田中主幹 

福祉支援課 林課長 

＊参加者：９２名 

毎年恒例の健康講話が、1 月 21 日雷山公民館で約 100 名の出

席者で開催されました。校区社協の原口事務局長、片山会長、雷寿

会の小川会長のあいさつの後、糸島市役所馬場部長以下４名の職員

の方からお話を伺いました。 

我が国は諸外国に例を見ないスピードで高齢化が進行し 65 歳

以上の人口は 3,000 万人を超えており（国民の約４人に１人）、

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年以降は国民の医療や介護

の需要がさらに増加することが予想されます。糸島市でも核家族の

進行と比例し、2025 年には単身高齢者世帯 6,193 戸、高齢者夫

婦のみ 6,474 戸、要介護認定を受けた認知症高齢者が 4,000 人 

になると見込まれています。そのような状況を踏まえ糸島市は 27 年度 4 月から地域包括ケアシステムを構

築し運用します。 

地域包括ケアシステムとは、市民が介護を必要とする状態になっても安心して住み慣れた地域で自分らし

い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう「医療」「介護予防」「見守り・生活支援」「住まい」が

一体的に提供される仕組みです。糸島市を中学校区単位で５圏域に分け設定されます。地域包括ケアシステ

ムの構築は市の責任のもとに実施され、運用にあたっては各地域包括支援センターが中心的な役割を果たし

ます。年度ごとにシステムの見直しを行い、運用において生ずる課題を解決するため、システムの改善（見

直し）を繰り返し、完成させていく予定です。地域包括ケアシステムに関する出前講座などの要請があれば

積極的に応じるとのことです。 

講座は雷寿会の榊副会長の閉会のことばで終了しました。 

この新しいケアシステムを活用して地域の中でお互いを見守りながら、困った時は民生委員、福祉委員に

声をかけていただくか、または直接、地域包括支援センターにご相談ください。 

【【【【マイマイマイマイネスハウスネスハウスネスハウスネスハウス】】】】 

糸島市高上１７１番地 

Tel 092-329-1500 

    

地域包括ケアシステムの構築 

～地域での医療･介護･福祉･保健の連携づくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシステムのイメージ図（当日資料より） 

市役所も複数の課が関わります 

多くの人の理解が、新しい仕組みを
よりよいものにしていきます 



 

 

 

にこにこ広場のクリスマス会は、 

いこいの家で 12 月 11 日に大人７名

子ども８名が参加して行われました。

まずは、親子で大

スツリーに思い思

を楽しみ、それから

ゲームをしながらスタッフか

ら文具などのプレゼントをも

らい喜んでいました

その後は、お待ちかねのケーキタイムとなりまし

た。最後に色とりどりのお菓子が詰まった

をお土産にもらい、子どもたちは満面

ていきました。 

にこにこ広場は、毎月 

第 2 週目の木曜日に雷山 

いこいの家で開催中です。 

自由に遊んだり、季節の 

行事を親子で楽しんだり 

しています。一度遊び 

に来てみませんか？ 

○ ◎ ●  

ご厚意による寄付金は、校区の福祉活動

   ＜寄付者＞ 

柴 戸  靖 子 様 

山 田  隼 人 様 

樗 木  正 一 様 

佐 伯  浩 一 様 

 2７年度「にこにこ

・ ４月 ２日  ・５月

・ ８月 ６日  ・９月

・１２月１０日  ・１月

 ７月は七夕会、１２

 

名、 

。 

大きなクリスマ 

思いの飾り付け 

それから子ども達は 

ゲームをしながらスタッフか 

などのプレゼントをも 

んでいました。 

ちかねのケーキタイムとなりまし

まった赤い長靴 

満面の笑みで帰っ

  香 典 返 し  ● ◎ 

福祉活動に大切に使わせていただきます。 ありがとうございました

    ＜故人名＞ ＜行政区名

 亡 夫  明 良 様 

 亡 妻  恵美子 様 

 亡 父  悦 男 様 

 亡 母  ツルノ 様 有田中央

お友達と一緒に過ごすクリスマス会は楽しいね

プレゼントもおやつも楽しいことがいっぱい！

にこにこ広場」開催予定（毎月１回・第２週目木曜日

月 ７日  ・ ６月１１日  ・ ７

月１０日  ・１０月 ８日  ・１１

月 ７日  ・ ２月 ４日  ・ ３

１２月はクリスマス会 （日程は変更になる場合

 ○ 

ありがとうございました。 

行政区名＞ 

 富 

 香 力 

 蔵 持 

有田中央 

お友達と一緒に過ごすクリスマス会は楽しいね 

プレゼントもおやつも楽しいことがいっぱい！ 

週目木曜日 ※原則として） 

７月 ２日 

１１月１２日 

３月１０日 

場合があります） 



 

 

 

１月２３日（金）ひとり暮らし高齢者

あい活動」の一環として、寒い冬でのお

子を３品贈りました。 

「外が寒いからお菓子を買いになかなか

行けなくて…」とおじいちゃん、 

おばあちゃんは喜んでいました。 

皆さんの元気な顔が見られてよかったです

主任児童委員の辞令を受けて１年２

担当地区は前原中学校区（４小学校区

前原全地区で９０名いらっしゃいますが

１年間の活動を終えて、ようやく役割

まず

を担当

ットワーク

乳幼児部会

学校卒業後

この部会ごとの会議が、各学期の期中

護児童ひとりひとりの情況・対応状況

校の方が説明されます。子ども課が、

確認など）を文章で明確化されていますので

各機関・担当者

要保護児童の見守

中学校がほとんど

と感じております

主任児童委員

関する問題が深刻化

では、近年、給食費

催の主任児童委員研修会では、日本の

率は 55%と高くなっていることを知

済不況、社会福祉、児童福祉に問題があるの

います。 

今後とも、民生児童委員さんと情報交換

りの支援を行い地域のみなさんが安全

地域づくりに邁進したいと思います。

高齢者（８２名）に「ふれ

でのお茶受けとしてお菓

いになかなか 

 

 

れてよかったです。 

２ヶ月が過ぎました。一期３年間の任期で、

小学校区：前原南・雷山・長糸・南風）です。地域担当

いらっしゃいますが、主任児童委員は各中学校区に１名づつの

役割がわかってきたところです。 

まず主任児童委員がどんな活動をしているか・・・ですが

担当していらっしゃる民生児童委員さんと異なるところは

ットワーク会議の出席があります。この会議は市役所

乳幼児部会（保育園・幼稚園）、学校部会（小・中学校

学校卒業後）、立ち直り支援部会（中学校卒業後）

期中から期後に行われています。会議では、要保

対応状況を主機関者である保育園、幼稚園、小・中学

、緊急度（A･B･C）や方向性（見守り・協議

されていますので、出席者同志で問題点を共有したり

担当者の役割分担を把握したりしています。しかし

見守りをはじめ、対応は保育園、幼稚園、小

がほとんど担っており、つくづく大変で難しい問題

じております。 

主任児童委員としての活動を通して「不登校」「虐待」「非行

深刻化、多様化していることを実感しています

給食費の納入遅れが増えていると聞きました。

の子どの貧困率が過去最高の 16.3%になり、

知りました。これらは日本の構造的経 

があるのではないかと自問自答して 

情報交換・連携を密にとり、できる限

安全・安心に心豊かにくらしていける

。どうぞよろしくお願いいたします。 
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のののの
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地域担当の民生児童委員さんは、

づつの計３名となっています。

をしているか・・・ですが、地域（行政区）

なるところは、要保護児童ネ

市役所の子ども課の主催で、

中学校）、問題行動部会（中

）で構成されています。 

要保

中学

協議・

したり、 

しかし、

小・

問題だ

非行」など子どもの育ちに

しています。ある小学校の学校訪問

。また、今年の１月の県主 

、特にひとり親家庭の貧困



 

 

 

今年度 2 回目の合同会議では社協事業について、

また地域での民生児童委員・福祉委員のあり方につ

いて意見交換をしました。この反省会の前に両委員

を対象にアンケートをとらせていただき、その結果

を当日の討議資料としました。アンケートや合同会

議の場では、右記のような意見が出され有意義な会

議となりました。 

会議の終わりに社協の片山会長は、「区長会長の立

場から福祉委員の選出の仕方について区長会でも協

議したい」と話され、校区全体で考えていく姿勢を

示されました。 

民生児童委員・福祉委員の連携が不充分な行

政区もいくつかあるようです。新年度からは「地

域包括ケアシステム」の開始を控えており、地

域住民の理解と協力を得るためにも、民生児童

委員・福祉委員・区長のつながりを確立してい

かなければなりません。 

「料理は楽しい～男性料理教室参加体験記」 

三坂行政区 福祉委員 井上 真一 

エプロンを身に着け、男の料理教室に初めて参加し、糸島の郷土料理

「そうめんちり」に挑戦。同じレシピで作ったのに味が違う。調味料

の量などで、味に微妙な違いを出したのだ。これこそが「我が家の味」

だと思う。「これからは『おふくろの味』に加え『おやじの味』を我

が家の食卓に並べたい。」そう思った一日だった。 

＊実施日：平成２７年２月２０日（金） 

＊会 場：雷山公民館 和室 

＊参加者：区長会２名、民生児童委員６名、

福祉委員１０名 

＊実施日：平成２７年２月１日（日） 

＊会 場：雷山公民館 調理室 

＊参加者：１５名 

＊講 師：是松正俊さん（三坂行政区） 

・活動日が仕事や家庭のことと重なり出席しづらい。 

・事業への欠席が目立つ・・・福祉委員の意識を変え

る必要がある。 

・区長さん方には福祉委員を選ぶ際に、日中にも活動

できる人を選んで欲しい。これから高齢者も増え、

福祉員の仕事も重要になる。 

・介護予防講座などを受講された方の感想を情報提供

して欲しい。 

・民生児童委員と情報交換している区長もいる。 

・福祉委員一人の「目」ではなく、複数の目で見て欲

しい。支えあって欲しい。 

・地域の方々に役割をわかってもらえているか？ 

にわとりを捌くところからはじまります 初心者も料理好きも一緒に作業 自分で作った料理のお味はいかに？ 
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